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研究成果の概要（和文）：ＬＤ、ＡＤＨＤ等の発達障害の子どもの親（母親・父親）のメンタル

ヘルス・ＱＯＬの特徴を定量的および質的に捉え、支援との関連について心理学的に検討した。

その結果、発達障害児の母親の精神的疲労度は父親と比べて高く、危険域にいる割合が 9％い

た。また、親のＱＯＬには子育ての負担感だけではなく、経済的要因、夫婦関係などが影響し

ていた。また、インタビュー調査の質的分析からは、親の会、療育、専門機関への相談などの

支援リソースを利用しながら、親は子どもの支援をと同時に自分自身の成長とケアを模索して

いることが認められた。 
研究成果の概要（英文）：The objectives of this study were to analyze the relation between 
QOL(quality of life) in parents of children with developmental disabilities and affecting 
variables in the relation to professional supports and intervention using quantitative and 
qualitative methods. Mental health of mothers scored significantly lower than those of  
fathers. Parenting stress, economic satisfaction and children’s QOL predict the parents’ 
QOL.  The qualitative analysis of  interviews and free description revealed that parents 
associations as well as support organization, professional resources were used for children 
with developmental disabilities and for parents to walk with their children and to lead 
their own lives., 
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１．研究開始当初の背景 

障害児の親のストレスやメンタルヘルス
に関する研究が散見するようになっている
が、学習障害（以下 LD）、注意欠陥多動性障
害（以下 ADHD）、広汎性発達障害（以下
PDD）の子どもを育てる親のメンタルヘルス
や支援については心理学的研究が少ないこ
と、研究の対象はいずれも母親であり、父親

のメンタルヘルスが扱われていないこと、そ
して支援の中心は子どもであり、親支援に
ついては未だ周辺的に捉えれていることな
ど、課題が多く残されている。 

 
２．研究の目的 

LD、ADHD、高機能 PDD の子どもの親（母
親だけでなく父親も含め）のメンタルヘルス
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の特徴を定量的に捉え心理学的な分析を行
いく。また、支援リソースが親にとってどの
ような意味を持ち、メンタルヘルスの維持に
どのような役割を果たしているかを質的に
分析し、臨床心理学的考察する。さらに、今
後の親支援のあり方を提案する。 

 
３．研究の方法 
１）メンタルヘルスと支援リソースに関する
調査研究（量的研究） 
 評価するべきメンタルヘルスの観点をめ
た質問紙および支援リソースに関する質問
紙を、ＪＤＤＮet に加盟する団体に協力を依
頼し、郵送型調査を行う 
２）療育、支援リソースと心理的意味につい

てのインタビュー調査 
  
４．研究成果 
１）発達障害の子どもを育てる親の QOL 調査 
＜対象と方法＞ 
全国 LD 親の会会員で小・中学生の子どもを
持つご両親 189 名（回答率 76％）。調査内容：
子どもの行動特性（SDQ）と QOL（KINDL）、父・ 
母の QOL（SUBI）、子育て感、夫婦協力、社会
経済的要因、支援リソースについての期待と
満足 調査時期：2011 年 3 月～4月 
＜結果＞ 
①子どもの概要と行動・QOL 
男子 156 名、女子 31名、年齢平均は 11.4 歳、
小学生 108 名、中学生 81 名 
広汎性発達障害あるいは高機能広汎性発達
障害（アスペルガーを含む）の診断を受けて
いる子どもが 116 例、81.7％。 
SDQ では「仲間関係」「向社会性」そして「問
題行動全体」では半数前後が要支援（high 
needs）と評定された。 
QOL は総合的得点およびすべての領域におい
て対象群の子どもは標準値より低かった。 
問題行動、特に情緒的問題が QOL の低さとが
関連していた。 
②親の QOL 
母親（N=176）父親（N=126）の SUBI（主観
的 Well-being, WHO）の結果。母親と父親の
間では、疲労度の分布において明らかな差が
あり、父親の 80.0％は疲労度が少ない状態
（レベル３）にある一方、母親のそれは
58.0％。健康度と疲労度を合わせて心の健康 

 
を評価すると、健康度も疲労度もレベル１の
危険域にある父親は 0.3％、母親は 9％。 
子育て感、夫婦間の協力、経済的満足につい
て尋ねた結果を図８に示す。子育てについて
母親の充実感は父親より低く、負担感はより
高かった（t = 2.474, p<.05 ; t =10.802, 
p<.001）。また、子育て感は夫婦間に相関が
みられ（充実感 r=.323, p<.001, 負担感 
r=.264, p<.01）。 

また、夫婦間の協力（互いを認めあう）に
ついては母親と父親の数値に差はなく、また
夫婦間には明らかな相関が認められ（r=.439, 
p<0001）、経済的満足度においても夫婦間に 
は高い相関がみられた（r=668, p<.0001）。 

 
親の QOLを予測する変数を明らかにするた 

めに、SUBI を従属変数とする、ステップワイ
ズ法による重回帰分析を行った。 
母親の QOL は子育の充実感と負担感、夫婦

間の協力、そして経済的満足感によって予測
された。母の QOL は子育ての充実感・負担感
との関連が強く、また子どもの QOL や行動問
題とも関連していたが、QOL を従属変数とし
た場合のモデルの決定係数（R2=.512）が最
も高かった。すなわち子どもの QOL や行動問
題は子育て感により直接的に影響し、そこを 
通しては母親の QOLに影響を与えることが推
測される。 
一方、父の QOL と子どもの QOL や SDQ との

間に直接的な関係はみられなかった。しかし、
子ども側の要因は子育て感を通して父親の
QOL に影響を与えている可能性があった。父
の QOL を予測する因子は経済的満足感、子育
て感の２因子であった。 



 
③支援リソース 
Ａ．支援機関への期待と満足 
 支援機関の中で、医療・保健機関は期待値
と満足度の差が大きく、期待値より満足度が
有意に下がっていた。障害の評価・診断、対
応・治療についての助言、子どもの療育・学
び、そして情報源として親のニーズに答えら
れていない状況が伺えた。 
 一方、親の会は期待と満足度が一致してい
る傾向にあり、親の会に求めることが利用者
には明確であったり、多くを期待していない
が、多面的な意味を持つリソースとして捉え
られていると考えれる。 
 支援リソースとして期待より満足度が高
かったのは民間指導機関であるが、子どもの
指導や活動だけでなく、社会的活動の場とし
ても価値を見出される傾向が認められた。 
Ｂ．共通の意義 
○困ったときに相談できる 
○障害特性を理解することができる 
○制度・社会資源についての情報を得る 
○進路・就職についての情報を得る 
○親同士の出会いのきっかけ 
○子どもが自信をつけられる 
○子どもにとって安心できる居場所となる 
 
２）早期に療育相談を受けた発達障害児の母
親の心理的体験 
＜目的＞ 

幼児期に発達障害と診断された子どもの
母親を対象に、療育センターで支援を受けな

がら、母親がどのような思いや感情を体験し
ているかを質的に捉えていくことを目的と
する。 
＜対象と方法＞ 
協力者はＡ市の２つの療育相談センター

で相談を受けたを発達障害児の母親 6名（年
齢 30 歳～40 歳）である。協力者の子どもは
全て男子で、インタビュー時の子どもの年齢
は4歳～10歳（平均年齢7歳 0ヶ月）だった。 
初診時の年齢は 2 歳 7 ヶ月～9 歳 3 ヶ月で、
同療育センターにおいて発達障害と診断さ
れた（アスペルガー障害、ADHD、反抗挑戦性
障害、LD、MR を伴う PDD）予め用意した質問
項目に沿って、各対象者に１時間程度のｲﾝﾀ
ﾋﾞｭｰを 4～5 回行った。 
＜結果＞ 
インタビュー記録を逐語化し、KJ 法を用い

て分析した結果、約 700 の一行見出しをグル
ープ編成し、99 の小見出しが作られ、更には
27 の中見出し、最終的には 4つの大見出しに
まとめた。 
①「子育てに両価的な想いを抱きながら奮闘
する」 
母親は診断を知らされ、子どもを理解したい
と思うようになり、療育や専門的な支援を求
めていく。しかし、対応がうまくいくことも
あればそうでないときもあり、自分自身の対
応を振り返りながら、子育てに取り組んでい
く。そして、子どもが成長していくことを期
待しつつも、一方で離れていくさみしさも感
じているという、母親は子どもの成長に対し
て両価的な思いを抱いている。 
②「“母”への支えを築いていく」 
専門機関の支援を受けることによって、母親
は具体的なノウハウを知るだけでなく、心理
的な支えを得る。この経験から、母親は自ら



周囲に働きかけ、支えや拠りどころを模索し
ていく。 
③「子どもを守り育む環境を求めていく」 
自ら周囲に働きかけていく母親の視点は、
「母－子」「母－周囲」にとどまらず、「周囲
－子ども」まで広がっていく。子どもの自立
も視野に入れつつ、自分の関与しない場面で、
子どもがうまく適応できるような環境を求
めるようになっていく。 
④「自分ケアを見つけていく」 
育児の大変さに心身ともに疲弊しきってい
た母親が、現実と理想とを調整しながら、自
らをケアする方法を見出していき、自己実現
を目指していく。 
＜まとめ＞ 

子どもの問題行動によって身動きが取れ
なくなっていた母親が、診断や療育相談を機
に母親自身が理解され、支えられたと感じた
ことが明らかになった。そして、わが子や周
囲との関係や、自分自身にも目を向けるよう
になり、その中で障害の理解を深め、母親と
しての役割を自ら構築している文脈が読み
取れた。 

早期介入は子どもの療育を主目的とする
が、母親にとっても、母親としての基盤を作
り、心理的変容を果たしていくプロセスを支
える意義も同時に有していることが示唆さ
れた。今後は、療育を受けていない母親との
比較を含め、早期介入の意義をさらに検討し
ていくことが必要と考える。 
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